
TOPIC ｜ July  2024  OISCA 8成長した学校林は格好の遊び場所で
もある（アブラ州キンマラバ小学校）
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「
子
「
子
供
の
森
の
森
」計
画
の
現
場
を
歩
く

現
場
を
歩
く

　

黒
板
に
算
数
の
数
式
が
残
っ
て

い
る
。
5
年
生
の
授
業
だ
。

1030

－50

＝940

？？
。「
時
間
で

し
ょ
う
」
と
、
瓜
生
泰
則
さ
ん
が

教
え
て
く
れ
る
。
な
る
ほ
ど
、「
10

時
30
分
に
学
校
に
着
き
ま
し
た
。

家
を
出
た
の
は
50
分
前
で
す
。
何

時
に
出
た
の
で
し
ょ
う
？
」
と
い

っ
た
問
題
な
の
だ
ろ
う
。

6
年
生
に
好
き
な
科
目
を
聞

い
た
。
女
の
子
た
ち
が
次
々
に

「m
ath!

（
算
数
）」「m

ath!

」
と
元

気
よ
く
答
え
る
と
、
男
の
子
が
と

ぼ
け
た
顔
で
「recess

（
休
み
時

間
）」。
ど
っ
と
沸
い
た
。
し
っ
か

り
し
た
女
子
と
ク
ラ
ス
で
笑
い
を

と
ろ
う
と
す
る
ピ
エ
ロ
役
の
男
子
。

い
ま
は
分
か
ら
な
い
が
、
昔
な
ら

日
本
の
小
学
校
に
も
よ
く
あ
っ
た

懐
か
し
い
光
景
で
あ
る
。

　

タ
ピ
ン
小
学
校
は
フ
ィ
リ
ピ
ン

の
ル
ソ
ン
島
北
西
部
・
ア
ブ
ラ
州

の
山
あ
い
に
あ
る
、
幼
稚
園
と
小

学
校
1
〜
6
年
を
あ
わ
せ
て
1
0

8
人
の
小
さ
な
学
校
で
あ
る
。
子

ど
も
た
ち
の
年
齢
は
日
本
の
幼
稚

園
児
、
小
学
生
と
ほ
ぼ
同
じ
だ
。

　

小
学
校
を
回
る
と
、
児
童
だ
け

で
な
く
先
生
の
英
語
力
に
も
差
が

あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
多
言
語
国

家
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
公
用
語
は
英
語

と
タ
ガ
ロ
グ
語
だ
が
、
ア
ブ
ラ
州

で
使
う
日
常
語
は
イ
ロ
カ
ノ
語
。

〈
現
場
レ
ポ
ー
ト
〉

〈
現
場
レ
ポ
ー
ト
〉

TO
PIC

日
本
に
は
1
万
4
1
2
5
の
島
が
あ
る
と
い
う
が
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
も
7
6
4
1
の
島
を
持
つ
国
で
あ
る
。

首
都
マ
ニ
ラ
が
あ
る
ル
ソ
ン
島
の
最
北
西
部
、

ア
ブ
ラ
州
、
南
イ
ロ
コ
ス
州
で
進
め
ら
れ
て
い
る

オ
イ
ス
カ
「
子
供
の
森
」
計
画
（
C
F
P
）
視
察
の
た
め
、

3
月
上
旬
、
瓜
生
泰
則
会
長
ら
、
活
動
を
支
援
し
て
い
る

全
国
化
学
労
働
組
合
総
連
合
（
化
学
総
連
）
の
幹
部
3
人
、

オ
イ
ス
カ
の
吉
田
俊
通
G
S
M
担
当
部
長
と

と
も
に
現
地
を
訪
れ
た
。

（
文　

オ
イ
ス
カ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
小
林
省
太
）

Profile

1955（昭和30）年、東
京生まれ。東京大学文
学部卒。日本経済新聞
社入社。ウィーン支局
長、パリ支局長、文化
部長などを経て日本経
済新聞社論説委員兼編
集委員。退職後、公益
財団法人オイスカのア
ドバイザー

小林  省太
（こばやし・しょうた）

毎
日
落
ち
葉
を

コ
ン
ポ
ス
ト
に
入
れ
る



フィリピンフィリピン

オイスカ・アブラオイスカ・アブラ
農林業研修センター農林業研修センター

July  2024  OISCA ｜ TOPIC9

1

1

2

2

1：昨年秋にタピン小学校校庭に植えられたカラマンシーの苗。ヤギなどに食われないように
囲われている（奥は「子供の森」計画でできた森、右はデルフィン所長）

2：右が落ち葉をためる「コンポスト」。左は「燃えるゴミ」（タピン小学校）

フィリピン

マニラ

ルソン島

パナイ島

レイテ島

ネグロス島

南イロコス州

アブラ州

ダルダラット小学校

タピン小学校

キンマラバ
小学校ムディト小学校

オイスカ・アブラ
農林業研修センター

■今回訪問し今回訪問した「子供の森「子供の森」計画参加校計画参加校

先
生
と
児
童
も
普
段
は
イ
ロ
カ
ノ

語
で
話
し
て
い
る
。
タ
ガ
ロ
グ
語

と
イ
ロ
カ
ノ
語
は
相
互
に
理
解
で

き
な
い
と
い
う
か
ら
、
公
用
語
二

つ
を
あ
ら
た
に
勉
強
す
る
小
学
生

は
大
変
だ
。
コ
ロ
ナ
で
学
校
に
通

え
な
か
っ
た
こ
と
が
追
い
打
ち
を

か
け
、
言
葉
の
習
得
に
も
悪
い
影

響
を
与
え
た
。

　

タ
ピ
ン
小
学
校
で
は
先
生
も
上

級
生
も
英
語
を
よ
く
し
ゃ
べ
っ
た
。

こ
の
学
校
は
1
9
9
1
年
に
「
子

供
の
森
」
計
画
に
参
加
。
敷
地
内

に
は
1
5
0
本
ほ
ど
の
学
校
林
が

育
っ
て
い
る
。「
林
は
蛇
が
出
る
か

ら
」（
メ
イ
・
テ
ィ
ム
ブ
レ
ー
ザ
校

長
、
53
）、
簡
単
な
フ
ェ
ン
ス
で

仕
切
ら
れ
て
い
る
が
、
校
舎
の
わ

き
に
も
昨
年
秋
に
植
え
た
カ
ラ
マ

ン
シ
ー
（
ス
ダ
チ
に
似
た
実
が
な

る
柑
橘
類
）
の
苗
が
あ
っ
た
（
写

真

）。

6
年
生
が
何
度
も
口
に
し
た
の

が
「com

post

」
と
い
う
言
葉
で

あ
る
。「
毎
朝
森
を
掃
除
し
て
落
ち

葉
を
集
め
、
コ
ン
ポ
ス
ト
に
入
れ

る
ん
だ
」。「
毎
朝
？　

週
に
一
回

ぐ
ら
い
だ
ろ
？
」
と
私
。「
違
う
！

毎
日
や
っ
て
る
よ
」「
コ
ン
ポ
ス
ト

は
ど
こ
？
」「
あ
そ
こ
。
見
に
行
こ

う
」
と
い
っ
た
調
子
だ
。

　

こ
こ
に
落
ち
葉
を
た
め
、
腐
ら

せ
て
か
ら
た
い
肥
と
し
て
土
に
戻

す
。
そ
ば
に
は
B
O
T
E
（
瓶
）、

L
A
T
A（
缶
）、P
L
A
S
T
I
C

（
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
）
と
大
き
く
書

か
れ
た
分
別
用
の
か
ご
も
あ
っ
た

（
写
真　

）。

　
「
コ
ン
ポ
ス
ト
」
は
ア
ブ
ラ
州

の
ム
デ
ィ
ト
小
学
校
（
幼
稚
園
児
、

小
学
生
1
4
2
人
）
に
も
あ
っ
た
。

「
落
ち
葉
は
放
っ
て
お
く
と
蚊
の

発
生
源
に
も
な
る
。
コ
ン
ポ
ス
ト

で
た
い
肥
に
す
る
こ
と
は
環
境
天

然
資
源
省
も
推
奨
し
て
い
ま
す
」

と
ホ
セ
リ
ー
ト
・
タ
バ
ダ
イ
校
長

代
理
（
48
）。
た
だ
、
上
級
生
が

集
め
た
落
ち
葉
を
す
ぐ
焚
火
に
し

て
燃
や
し
て
し
ま
い
、
地
面
に
掘

っ
た
コ
ン
ポ
ス
ト
は
ほ
ぼ
空
っ
ぽ
。

こ
れ
に
は
タ
バ
ダ
イ
さ
ん
も
苦
笑

い
で
あ
る
。

　

見
て
回
っ
た
ほ
と
ん
ど
の
小
学

校
の
学
校
林
は
順
調
に
育
っ
て
い

る
。
い
ま
大
切
な
の
は
、
森
を
つ

く
る
こ
と
自
体
よ
り
、
森
を
ど
う

活
か
し
て
い
く
か
の
よ
う
に
思
え

た
。
一
つ
が
「
コ
ン
ポ
ス
ト
」
の

よ
う
な
環
境
教
育
。
も
う
一
つ
が

よ
り
強
い
地
域
と
の
つ
な
が
り
で

あ
る
。

　

オ
イ
ス
カ
ア
ブ
ラ
農
林
業
研
修

セ
ン
タ
ー
の
デ
ル
フ
ィ
ン
・
テ
ソ

ロ
所
長
（
65
）
は
、「
校
長
に
時
間

を
も
ら
っ
て
」
小
学
校
の
中
上
級

生
向
け
に
30
分
の
「
出
前
授
業
」

を
し
て
い
る
。「
木
は
何
の
役
に
立

つ
ん
だ
ろ
う
？
」
と
質
問
を
投
げ

か
け
る
と
、
ま
ず
「
日
陰
が
で
き

る
」
と
答
え
が
返
る
。「
ほ
か
に

は
？
」。
し
ば
ら
く
考
え
て
「
家
を

つ
く
る
材
料
に
な
る
」。「
も
っ
と

な
い
か
な
？
」。
も
う
な
か
な
か

出
て
こ
な
い
。
そ
こ
で
、
生
き
物

に
必
要
な
酸
素
を
つ
く
っ
た
り
、

温
暖
化
の
原
因
に
な
る
二
酸
化
炭

素
を
吸
っ
た
り
、
水
を
蓄
え
て
土

砂
崩
れ
を
防
い
だ
り
も
す
る
、
と

話
せ
ば
、「
み
ん
な
『
木
を
植
え
た

い
！
』
と
言
い
ま
す
よ
」
と
デ
ル

フ
ィ
ン
さ
ん
。
同
じ
よ
う
に
森
の

役
割
を
子
ど
も
に
教
え
る
タ
バ
ダ

イ
さ
ん
も
、「
教
材
と
し
て
学
校
林

は
と
て
も
大
切
で
す
」
と
強
調
し

た
。

■今回訪問した「子供の森」計画参加校
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苗木が立派な
森へと成長！

3：タピン小学校のティムブレーザ校長
4：フェンスをつくるボランティアの保護者たち（タピン小学校）
5：台風で倒れた植栽木とムディト小学校のタバダイ校長代理

　

子
ど
も
の
環
境
へ
の
関
心
を
発

展
さ
せ
て
い
く
の
が
コ
ン
ポ
ス
ト

づ
く
り
な
ど
な
ら
、
森
を
活
か
す

た
め
に
学
校
か
ら
地
域
へ
と
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
広
げ
て
い
く
活
動
も

ま
た
、
大
き
な
役
割
を
担
っ
て
い

る
。
タ
ピ
ン
小
学
校
で
は
、
校
内

に
植
え
た
苗
が
野
生
の
ヤ
ギ
に
食

わ
れ
て
し
ま
う
こ
と
か
ら
、
父
母

が
周
囲
に
金
網
の
フ
ェ
ン
ス
を
張

っ
て
い
た
。「
金
網
は
公
費
で
賄
い

ま
し
た
が
、
作
業
費
は
出
せ
な
い

の
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。
い
つ

も
予
算
不
足
な
ん
で
す
」
と
テ
ィ

ム
ブ
レ
ー
ザ
さ
ん
（
写
真　

）。

保
護
者
や
地
元
の
人
々
の
協
力
が

日
々
の
運
営
に
欠
か
せ
な
い
（
写

真　

）。

　

ム
デ
ィ
ト
小
学
校
で
も
、
長
期

休
暇
の
前
に
は
父
母
や
地
域
住
民

も
集
ま
っ
て
児
童
と
と
も
に
校
内

の
掃
除
や
学
校
林
の
補
植
、
手
入

れ
を
行
う
。
昨
年
は
台
風
で
被
害

を
受
け
た
木
を
テ
ー
ブ
ル
の
脚
や

椅
子
に
つ
く
り
直
し
た
。「
倒
木
は

最
大
限
活
用
し
て
い
ま
す
」
と
タ

バ
ダ
イ
さ
ん
は
誇
ら
し
げ
で
あ
る

（
写
真　
　

）。

　

地
元
と
の
つ
な
が
り
が
発
展
し

た
の
が
地
域
の
森
。
ル
ソ
ン
島
北

西
部
、
南
シ
ナ
海
に
面
し
た
南
イ

ロ
コ
ス
州
に
あ
る
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ

林
は
大
き
な
成
果
だ
ろ
う
。
デ
ル

フ
ィ
ン
さ
ん
の
指
導
で
、
近
く
に

あ
る
ダ
ル
ダ
ラ
ッ
ト
小
学
校
（
幼

稚
園
児
、
小
学
生
81
人
）
の
児
童

や
地
元
の
人
た
ち
が
海
岸
に
マ
ン

グ
ロ
ー
ブ
を
植
え
始
め
た
の
は
99

年
。
ロ
メ
デ
ィ
オ
ス
・
セ
ヴ
ィ
リ

ェ
ハ
さ
ん
（
75
）
は
「
初
め
て
の

時
は
よ
く
覚
え
て
い
ま
す
よ
。
子

ど
も
た
ち
は
も
ち
ろ
ん
、
私
も
マ

ン
グ
ロ
ー
ブ
は
見
た
こ
と
も
な
か

っ
た
の
で
す
か
ら
」
と
懐
か
し
む
。

　

今
は
地
元
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
役

員
を
し
て
い
る
彼
女
は
、
15
年
前

ま
で
ダ
ル
ダ
ラ
ッ
ト
小
学
校
の
教

師
だ
っ
た
。「
も
う
密
に
な
り
す
ぎ

て
中
に
入
れ
な
い
し
、
蛇
が
出
る

の
で
子
ど
も
た
ち
は
ご
み
拾
い
も

で
き
な
い
で
す
け
れ
ど
」
と
セ
ヴ

マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
は

見
た
こ
と
も
な
か
っ
た

「子供の森」計画の
取り組み

フィリピン

　「子供の森」計画（以下、CFP）の始まりの地、フィリピン
では、1991年に17校から活動がスタートしました。翌92年に
は同国政府とCFPに関する基本協約を締結し、以降5年ごとに
更新。現地スタッフや多くのOB・OGが学校や地域と信頼関係
を築きながら献身的にCFPを推進し、これまでの約30年で参加
校が1100校を超えるほどの広がりをみせています。また、学校
での森づくりや環境教育のみならず、家族や近隣住民を巻き込
んだ地域の森づくりへと展開するなど、持続可能な地域づくり
へと発展している点が評価され、現在は環境天然資源省や農業
省、教育省など3省1局との間で協約を締結しています。
　今では世界37ヵ国で取り組まれているCFPですが、フィリピ
ンの活動は、子どもたちの森づくりが地域の森づくりプロジェ
クトへの基盤となる先駆的な事例となっています。

《活動実績》
（1991年～2024年3月末）

■植林本数
2,984,494万本

■植林面積
1,112.24ha
■参加校数
1,189校

■活動を展開した州の数
15州

1992年

2022年

2012年
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　フィリピン北部は見渡す限りのはげ山が広がり、雨季
は台風による洪水や風害、土砂崩れ、乾季は無数の山火
事や干害、さらに地震も頻発する国内有数の貧困地帯で
す。この過酷な環境を少しでも改善するため、デルフィ
ン所長が中心となり、アブラ州ではこれまで100校以上
でCFPに取り組んできました。
　一方でCFPは開始から30年以上が経ち、多くの国で活
動が展開され、成果が生まれる一方、限られた予算や人
材では、増え続けるニーズに応えきれない状況が生まれ
ています。コーディネーターの高齢化や活動のマンネリ
化といった課題もある中、効果的に事業を進めるため、
地域や活動分野を重点的に定めていく必要があると考え
ています。CFPでは、2030年までの10ヵ年計画の中で、
モデルケースの発掘・応援を掲げ、蓄積された知識や経

験を地域や次世代に伝えていくことを目指しており、植
林をはじめとする活動ニーズが非常に高く、実績のある
同州地域をモデルケースのひとつとするべく現在調査を
進めています。今回の小林氏の取材は、その一環で行わ
れました。

現場レポート現場レポートbackgroundCFP モデルケース発掘調査
―災害や貧困に立ち向かうアブラ州の取り組み―

ⒸBucloc MDRRMO, Junalyn Balingoay

土砂崩れ

洪水

6：教室の椅子の一部は倒木を加工したもの（ムディト小学校）
7：マングローブ植林の思い出を懐かしそうに語るセヴィリェハさん（右端）
8：マングローブ林で捕れた小魚はここで8ヵ月間育てられる（奥がマングローブ林）

ィ
リ
ェ
ハ
さ
ん
。
海
岸
の
マ
ン
グ

ロ
ー
ブ
は
台
風
や
津
波
の
被
害
の

軽
減
に
役
立
つ
だ
け
で
な
く
、
経

済
的
な
メ
リ
ッ
ト
を
も
た
ら
し
た

こ
と
が
大
き
い
と
い
う
。

　
「
貝
や
カ
ニ
が
す
み
つ
き
、
魚

も
捕
れ
ま
す
。
小
魚
を
8
ヵ
月
養

殖
す
る
と
3
尾
で
1
キ
ロ
ぐ
ら
い

に
育
ち
、
キ
ロ
4
0
0
ペ
ソ
（
約

1
1
0
0
円
）
に
な
り
ま
す
。
漁

業
で
生
計
を
立
て
る
人
た
ち
の
収

入
源
に
な
っ
て
い
ま
す
。
お
金
持

ち
に
は
な
れ
な
く
て
も
ね
」（
写
真

　
　

）

　

ア
ブ
ラ
州
の
山
間
部
に
も
、
オ

イ
ス
カ
が
計
画
を
立
て
て
地
元
の

人
々
や
学
校
の
保
護
者
、
場
所
に

よ
っ
て
は
小
学
生
や
中
学
生
も
一

緒
に
な
っ
て
植
林
を
進
め
る
山
が

何
ヵ
所
か
あ
る
。
た
だ
、
学
校
林

に
比
べ
て
面
積
は
広
い
し
傾
斜
地

だ
。
ス
コ
ッ
プ
が
簡
単
に
入
ら
な

い
岩
山
も
あ
っ
て
条
件
は
厳
し
い
。

「
農
作
物
の
収
穫
の
と
き
人
々
は

お
互
い
助
け
合
い
ま
す
。
そ
う
い

う
意
識
を
森
づ
く
り
に
も
活
か
し

た
い
」
と
デ
ル
フ
ィ
ン
さ
ん
は
話

す
が
、
過
剰
伐
採
な
ど
で
失
わ
れ

た
広
大
な
「
裸
の
山
」
を
目
の
当

た
り
に
す
れ
ば
、
人
手
も
お
金
も

時
間
も
足
り
な
い
こ
と
は
す
ぐ
わ

か
る
。

C
F
P
は
オ
イ
ス
カ
で
一
部
か

ら
「
ふ
り
か
け
」
と
言
わ
れ
て
い

た
ら
し
い
。
ほ
か
の
大
き
な
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
（
ご
飯
）
が
あ
っ
て
こ

そ
の
存
在
だ
か
ら
と
、
あ
ま
り
重

要
視
し
な
い
人
も
い
る
。
し
か
し

「
小
規
模
で
始
め
ら
れ
、
結
果
と

し
て
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
な
が

る
可
能
性
が
あ
る
」
と
担
当
職
員

の
諸
江
葉
月
さ
ん
は
話
し
て
い
る
。

E
E
P
（「
環
境
教
育
＝
E
N

V
I
R
O
N
M
E
N
T
A
L

E
D
U
C
A
T
I
O
N
」
計
画
）、

そ
し
て
デ
ル
フ
ィ
ン
さ
ん
い
う
と

こ
ろ
の
第
二
の
C
F
P
（「
地
域

の
森
＝
C
O
M
M
U
N
I
T
Y

F
O
R
E
S
T
」
計
画
）
と
い
う
、

よ
り
長
期
で
難
し
い
活
動
を
進
め

る
た
め
、
台
風
や
地
震
な
ど
の
災

害
が
多
発
す
る
こ
の
地
域
に
根
づ

い
た
「
子
供
の
森
」
が
果
た
し
て

い
る
役
割
は
小
さ
く
な
い
。

山火事


